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令和７年第 424 回信濃町議会定例会 12 月会議閉会あいさつ 

令和７年 12 月 18 日 

信濃町長　鈴木　文雄 

議会議事堂にて 

 

第 424 回信濃町議会定例会 12 月会議の閉会に当たりまして、一言ごあい

さつを申し上げます。 

議員各位におかれましては、本会議及び各委員会を通じてご審議を賜り、

厚く御礼申し上げます。  

また、提出いたしました補正予算関係をはじめ、条例を含めた全ての議案

を可決いただきましたことに、改めて感謝申し上げます。  

なお、一般質問等を通じて頂戴した行政課題に関するご質問、ご提案につ

きましては、その趣旨を十分に検討し、現在編成作業を進めております来年

度当初予算に生かしてまいります。引き続き、議員各位のご理解とご協力を

お願い申し上げます。 

　さて、今年を振り返りますと、物価高騰が町民生活や地域経済に与える影

響が続くなか、国の対策や交付金の動向を踏まえつつ、当町といたしまして

も家計の下支えと事業者支援に取り組んでまいりました。引き続き、国の補

正予算による物価高騰支援対策として、町の支援メニューの取りまとめを進

めてまいります。 

防災面では、災害時に利用可能なキッチンカーの整備など、国の交付金を

活用した防災備品の整備に取り組んでまいりました。 

医療・福祉の分野においては、10 年の歳月をかけて進めてまいりました新

病院が９月に開院いたしました。また、北部衛生センターの閉鎖に伴う柏原

浄化センター内への受入れ施設の工事も完了し、現在は来年度からの本格稼

働に向けた試験運転を進めている段階です。 

教育分野では、小林一茶の最重要資料の一つである「七番日記」を思いが

けず手に入れることができ、来年の 200 回忌に向けた機運醸成を図る絶好の

機会を得ることができました。 

この他にも様々な政策に取り組んでまいりましたが、来年に向けて確かな

手応えを得た一年であったと受け止めております。 

 

また、来年は町制誕生 70年の年となります。これまでの町の歴史を振り返

るとともに、町民一人ひとりが幸せに暮らすことはもとより、やりがいや幸
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福感を町民の間で共有いただけるまちづくりをスタートさせる節目の年にな

るよう取り組んでまいります。議員各位におかれましてもご協力をお願いい

たします。 

 

おわりに、年末に向けて何かとお忙しい日々を過ごされるものと拝察いた

しますが、お身体には十分にご留意いただき、ご家族の皆様とともに新たな

年を迎えられますことをご祈念申し上げ、閉会にあたりましてのあいさつと

いたします。


